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2018年6月に実施した「情報とメディア利用」調査の報告の第2弾として，SNSに焦点をあて，利用の現状，若
年層におけるSNSとテレビの位置づけ，ニュース接触との関係を報告する。

主にTwitter，Instagram，Facebook，LINEについてみると，20 代以下ではTwitterの利用が多く，SNSをコ
ミュニケーション目的というより情報収集のツールとして使っていた。20 代以下では，日常的な利用においてLINE
やTwitterを毎日のように利用する人がテレビを上回り，メディア評価においては，関心のないことに気づいたり多
様な意見を知ったりすることについて，SNSとテレビの評価が同程度だった。情報を入手するメディアとして，若年
層ではSNSがテレビと同等かそれ以上の存在感を持つようになったといえる。政治・経済・社会の動きを伝えるニュー
スを見聞きする際には，20 代以下でもテレビを利用する人がもっとも多く7割を超えるが，LINE NEWSやSNSか
ら流れてくる記事も4割以上が利用していた。20 代以下やLINE NEWSをニュースメディアとしてもっとも使う人で
は，ニュースに受動的に接する人が多く，さらに，LINE NEWSをもっとも使う人ではフェイクニュースの認知も低
かった。SNSを含めたインターネット系メディアでは，利用者の関心に沿ったコンテンツに効率的に接することがで
きるが，それらの情報がすべて信用できるものとは限らない。こうした状況下で，急速に普及するSNSをよりよく使
うためには，利用者のリテラシーを高めるとともに新たな情報流通の仕組みが求められるだろう。

Ⅰ　はじめに

スマートフォンの急速な普及とSNS 利用の拡
大 1）は，人々のメディア利用の様相を大きく変
えた。なかでも，若者の情報行動の変化は著
しい。例えば，長らくテレビは国民の大多数
が接するメディアであり，今も全体ではほぼ 9
割の人が利用しているが，2012年前後から20
代の男性ではテレビに接しない人が2割に達
し，一定の存在感を持つようになった 2）。

一方で，2012年には半数に満たなかった20
代のSNS 利用は，わずか5年の間に9割を超
えるまでに至った（2012 年→2017年の利用率 
LINE：48.9 ％ →95.8 ％，Twitter：37.3 ％ → 
70.4％）3）。

このようなメディア状況の中，人々がどのよ
うにニュースや情報に接しているのか，それら

は価値観や情報観とどのように関係しているの
かを調べるため，NHK放送文化研究所世論
調査部では2018年6月に「情報とメディア利用
に関する調査」を行った（調査の概要は表1）。
本誌2018年12月号で，調査の経緯や結果の
概要を紹介した4）が，その第2弾として，本稿
ではSNSに焦点をあて，SNS 利用の現状，若
年層にとってのSNSとテレビの位置づけ，さら
にニュース接触との関係について報告したい。

SNSを情報ツールとして使う若者たち
～「情報とメディア利用」世論調査の結果から②～

世論調査部  渡辺洋子

「情報とメディア利用に関する調査」

調査時期 2018年6月16日（土）～ 6月24日（日）

調査方法 配付回収法（一部，郵送により回収）

調査対象 全国16歳から69歳の男女

調査相手
住民基本台帳から層化無作為2段抽出

（外国人と思われる人は除く）
3,600人（12人×300地点）

調査有効数（率） 2,369人（65.8％）

表 1　調査の概要
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Ⅱ　調査の結果から

本章の構成は以下の通りである。

1．SNS利用の概況
（1）SNSの利用率
（2）サービスごとの利用者の特徴

2．若年層のSNS利用とテレビ
（1）SNSの役割
（2）SNSとテレビの位置づけ

3．SNS利用とニュース接触
（1）ニュースの入手先
（2）ニュースに対する意識
（3）インターネットニュースに対する態度

1．SNS利用の概況

まず，本稿で扱うSNSを定義しておく。
SNSと はSocial Networking Serviceの

略で，インターネット上での利用者間のコミュニ
ケーションやつながりの機能を有
するサービスだが，具体的にど
のサービスをSNSに含むかにつ
いての定説はない。本調査に先
立って行った若年層を対象とし
たグループインタビュー 5）では，
SNSと聞いて思い浮かべるサー
ビスはTwitterとの意見が多く，
加えてInstagram，Facebook，
LINEという声が上がった。一方
でLINEについては「連絡ツー
ル」や「メールの延長」ととらえ，

「SNSではないと思っている」と
いう声も聞かれた。

今 回の調 査では，SNSとし
て 主 にTwitter，Facebook，
Instagram，LINEを扱うこと

とし 6），LINEを除いたSNSについて尋ねたい
ときは，Twitter，Facebook，Instagramの
3つのサービス（以下，3大SNSと表記）に限定
して尋ねた。

（1）SNSの利用率
20代以下のSNS利用は9割を超え，
LINEのほかにTwitter利用が多い

Twitter，Facebook，Instagram，LINE，
その他のSNSについて，ふだん利用している
かどうかを複数回答で尋ねたところ，16 ～ 69
歳の国民全体で，いずれかのSNSを利用して
いる人は70％だった。年層別には，16 ～ 19歳
97％，20代94％，30代90％，40代81％，50
代65％，60代36％と，若年層ほど利用が多く，
20代以下では9割を超える。

サービス別にみると（図1），全体ではLINE
が68％，Twitterが22％，Instagramが20％，
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図 1　利用している SNS（複数回答〈抜粋〉，男女年層別）
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Facebookが19％で，LINEの利用が圧倒的に
多い。層別にみても，いずれもLINEがもっと
も多く，16 ～ 19歳， 女20・30代ではLINE
の利用は9割を超え，男女とも50代以下で半
数以上が利用している。Twitterは16 ～19歳，
女20代で7割を超え，20代以下では半数を超
える。しかし30代以上になると，利用者は3
割に届かず，若年層の利用が多い。Instagram
は女20代で63％，16 ～ 19歳で49％だが，そ
れ以外の年層では4割に満たず，女性若年層
の利用が多い。Facebookは男30代，女20・
30代のみ3割台で，TwitterやInstagramに比
べると利用者の年齢層が高い。

（2）サービスごとの利用者の特徴
関心や価値観の違いにより
主に利用するSNSが異なる

次に，関心や価値観などによって，利用す
るSNSがどのように異なるかをみていきたい。
SNSはサービスごとに機能が異なり，複数の
サービスを使い分けている人も多い。LINEを
含むSNS 利用者では，Twitter，Facebook，
Instagram，LINE，そ の 
他のSNSのうち，2つ以 
上利用している人は53％， 
3つ以上利用している人は 
25％だった。また，もっと 
も多く利用しているSNS 

（1つだけも含む）を尋ね 
たところ，LINEと答えた 
人が81％，Twitterが9％，
InstagramとFacebook 
が3％，その 他のSNSが
1％だった。

このようにサービス間

で利用者が重複し，LINEは8割と大多数が
利用しているので，それぞれのSNSの差を明
確にするため，LINE以外でもっとも利用して
いるSNS別にグループを作って特徴をみていき
たい。調査では2番目に多く利用しているSNS
も尋ねており，もっとも多く利用しているSNS
をLINEと答えた人については2番目に多く利
用しているSNSの回答を採用し，LINE以外
のSNSをもっとも多く利用していると答えた人
についてはその回答を採用した。

図2に，SNS利用者におけるそれぞれのグ
ループの割合を示す。LINE以外でもっとも利

図 2　LINE 以外でもっとも利用している SNS
（分母＝ SNS 利用者 1,666 人）

図 3　LINE 以外でもっとも利用している SNS 別　年層構成比
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用しているSNSがTwitterの人（以下，Twitter
メインと表記。Instagram，Facebookも同様）
は19％，Instagramメインは16％，Facebook
メインは15％と大きな偏りはなかった。LINE
だけを使っている人（以下，LINEのみと表記）
は45％だった。以下，メインのSNS別に性年
齢構成（図3），他のSNSの利用パターン（表

2），価値観や情報・コミュニケーションに関す
る意識（表3），関心がある情報ジャンルとその
数（表4）について特徴を述べる。

表 2　SNS 利用の組み合わせパターン
（LINE 以外でもっとも利用している SNS 別）

表 3　価値観，情報・コミュニケーションに関する意識（抜粋）
（「あてはまる」「まああてはまる」の合計）（LINE 以外でもっとも利用している SNS 別）

表 4　関心がある情報ジャンル（複数回答）

利用しているSNS
（○は利用しているSNSを示す）

LINE以外でもっとも
利用しているSNS

Twitter Instagram Facebook Twitter
メイン

Instagram
メイン

Facebook
メイン

○ ○ ○ 16 18 10 
○ ○ 23 27  −

○ ○  − 20 15 
○ ○ 9 − 11 
○ 51 −  −

○  − 35  −
○  − − 64 

（%） 全体 Twitterメイン Instagramメイン Facebookメイン LINEのみ SNS 利用なし
向上心が強いほうだ 55 51 61 71 57 47 
社会を良くするために自分も何かしたい 55 49 62 68 55 50 
家にいるより外に出かけるほうが好きだ 50 44 65 64 49 43 
友人は多いほうだ 35 32 45 43 34 30
人づきあいはわずらわしい 47 56 38 41 47 49 
正しい情報をより分ける自信がある 30 32 23 39 29 28 
必要な情報を得るときは時間をかける 44 55 50 62 41 34 
必要な情報にはお金をかける 19 24 21 28 16 15 
数は少なくても決まった情報源があればいい 60 53 65 53 66 59 
知りたいことだけ知っておけばいい 31 37 31 23 31 30 

（%） 全体 Twitterメイン Instagramメイン Facebookメイン LINEのみ SNS 利用なし
政治・経済・社会の情報 57 43 44 59 60 63 
生活に関わる実用的な情報 60 48 56 58 63 63 
音楽・芸能などの情報 40 51 54 41 36 32
スポーツ情報 40 31 38 42 40 45 
最近の流行・はやりもの 36 37 60 39 37 24 
グルメや旅行・レジャー情報 41 33 52 45 44 37 
個人的な趣味に関する情報 43 62 53 47 39 34 
近所や地元の身近な情報 25 15 25 25 28 26 
その他 3 2 3 4 2 4 
特にない 4 3 3 2 4 5 
無回答 1 1 2 1 1 1 

関心がある情報ジャンルの数 全体 Twitterメイン Instagramメイン Facebookメイン LINEのみ SNS 利用なし
0〜3 55 63 43 53 55 58 
4〜5 32 27 40 34 32 31 
6〜9 13 10 17 13 13 11 

・  サンプル数 :（全体）n1，（一部）n2　　割合（％）:（全体）p1，（一部）p2

・  z =「1.960」以上なら「有意水準（危険率）5％で」有意差あり

p1－p2

－
n1n2

1 1
p1(100 － p1) (　　　　   )

z

■は全体（該当者分母の場合は該当者全体）に比べ統計的に有意に高い層＊
■は全体（該当者分母の場合は該当者全体）に比べ統計的に有意に低い層（以下同様）

＊  全体に対する各年層の特徴をみるために，該当する層と，全体から該当する層を除いた残りの層で「互いに独立な％の差の検定」を行った結果。
　  以下の検定式を用いている（以下同様）

（%）
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〔Twitterメイン〕

16 ～ 19歳が21％，20 代が32％と20 代以
下が半数を占め，若年層中心の利用である。3
大SNSの中でTwitterしか使わない人は5割，
Instagramも併用している人は2割だった。「人
づきあいはわずらわしい」と答えた人（「あては
まる」「まああてはまる」の合計）が半数を超え
て全体より多く，「社会を良くするために自分も
何かしたい」「家にいるより外に出かけるほうが
好きだ」は全体より少ない。また，関心がある
情報ジャンルは「個人的な趣味に関する情報」
が6割で，他のグループに比べてもっとも多く，
関心がある情報ジャンルの数は3個以下の人が
6割で全体より多い。

Twitterメインは，若年層を中心に構成され，
個人の趣味に関心が向き，人との交流や社会
的なことがらへの意識も薄い傾向がある。

〔Instagramメイン〕

30代以下の占める割合が全体より多く，女
性が70％を占め，若い女性中心の利用である。
3大SNSの中でInstagramしか使わない人は
35％で，TwitterメインやFacebookメイン
に比べて複数のSNSを使っている人が多
い。また，「社会を良くするために自分も何
かしたい」「家にいるより外に出かけるほう
が好きだ」という人が6割を超え，全体よ
り多い。関心がある情報ジャンルは「最近
の流行・はやりもの」という人が6割と他の
グループに比べて多く，「グルメや旅行・レ
ジャー情報」という人も，Instagramメイ
ンのみ半数を超える。関心がある情報ジャ
ンルの数は4個以上の人が6割近くと，他
のグループに比べて多い。

Instagramメインは若い女性が多く，

いろいろなことに関心を持ち，行動的な傾向が
みられる。

〔Facebookメイン〕

40代が34％で，30・40代で6割を占める。
3大SNSの中でFacebookしか 使わない人は
64％，3大SNSをすべて使う人は10％だった。

「向上心が強いほうだ」と答えた人がグループの
中で唯一7割を超え，「社会を良くするために自
分も何かしたい」も7割弱と全体より多く，向上
心や社会貢献の意識が強い。また，情報に関
しては「必要な情報を得るときは時間をかける」
という人が6割，「正しい情報をより分ける自信
がある」という人も4割弱で全体に比べて多い。

Facebookをメインに使う人は，30・40 代が
中心で，情報に対して能動的に接し，その扱
いにも自信を持っている人が多いといえる。

上記の特徴には，Instagramメインには女
性の若年層が多いなど，利用者の性や年齢構
成が影響しているのはもちろんである。しかし，
例えば16 ～ 29歳の女性に限定して，Twitter

表 5　価値観，情報・コミュニケーションに関する意識，
関心がある情報ジャンル（抜粋）

（女 16 ～ 29 歳，LINE 以外でもっとも利用している SNS 別）

（%）

女16〜
29歳

Twitter
メイン

Instagram
メイン

（197人） （78人） （77人）

社会を良くするために自分も何かしたい 51 42 61 
家にいるより外に出かけるほうが好きだ 57 45 71 
友人は多いほうだ 43 33 48 
人づきあいはわずらわしい 46 56 36 

最近の流行・はやりもの 58 44 75 
グルメや旅行・レジャー情報 46 37 58 
個人的な趣味に関する情報 57 69 56 

※女16 ～ 29歳ではFacebookメインは5人，LINEのみは25人のため非掲載
※Twitterメイン，Instagramメインともサンプル数が100人未満のため，

結果の読み取りには注意が必要
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メインとInstagramメインに分けてみても，同
じような特徴を確認することができた（表5）。
SNSを使う人は，それぞれの関心領域や価値
観に応じて，メインに使うSNSを選び取ってい
ることがわかる。

2．若年層のSNS利用とテレビ

本節では，SNSとテレビについて，若年層に
注目し，それらの使い方や意識をみていきたい。

（1）SNSの役割
若年層にとってSNSは
情報ツールとしての役割が大きい

〈利用内容〉

まずSNSをどのように使っているのか，3大
SNS 利用者にそれらのSNSで「閲覧する（見
る）〔閲覧〕」「いいね！・リツイートなどで反応す
る〔いいね・リツイート〕」「ツイートや投稿をす
る〔ツイート・投稿〕」「検索をする〔検索〕」の4

つの行動（以下，〔　〕の表記）をどの程度行っ
ているのか，「毎日のように」「週に3 ～ 4日くら
い」「週に1 ～ 2日くらい」「月に1 ～ 2日くらい」

「ほとんど・まったく利用しない」「以前は利用
していたがやめてしまった」から選択してもらっ
た。図4には，それぞれの行動を週1日以上行
う人（「毎日のように」「週に3 ～ 4日くらい」「週
に1 ～ 2日くらい」の合計）の割合を示した。

週1日以上行う行動としては「閲覧」がもっ
とも多く，3大 SNS 利用者のほぼ 9割が行っ
ている。「検索」と「いいね・リツイート」は半
数強だった。「ツイート・投稿」を行う人は3割
程度だった。

年層別にみると，若年層ほどいずれの行動
も多い傾向にあり，20 代以下では「閲覧」は9
割以上，「検索」は7割以上が週1日以上行っ
ている。「いいね・リツイート」は16 ～ 19歳で
は8割弱が行っており，10 代で特に活発な行
動である。「ツイート・投稿」は30 代以上は2

割にとどまるが，20 代以下
では半数弱が行っている。

LINE以外でもっとも利用
しているSNS別にみると，
Twitterメイン，Instagram
メインでは「閲覧」は9割以
上，「検索」は6割台，「いい
ね・リツイート」は5割台が
行っている。Facebookメイ
ンでは「閲覧」は8割，「検
索」と「いいね・リツイート」
は4割程度で，Twitterメイ
ンやInstagramメインに比
べて，いずれの行動も週に1
日以上行う人は少ない。

図 4　3 大 SNS の利用内容（週 1日以上※）
（年層別，LINE 以外でもっとも利用している SNS 別）

（分母＝ 3 大 SNS 利用者 891人）

※ 「毎日のように」「週に3〜4日くらい」「週に1〜2日くらい」の合計
※ 60代の3大SNS利用者は62人のため非掲載（以下同様）
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〈利用理由〉

続いて，3大SNS利用者にそれらを利用する
理由を，表6に示した中から複数回答で尋ねた。
3大SNS利用者全体で多かった回答は「個人的
に知りたい情報が得られるから」と「家族や友
人，知人の近況を知りたいから」で，どちらも半
数程度だった。

年層別にみると，「個人的に知りたい情報が
得られるから」は若年層ほど多く，16 ～ 19歳
で7割，20 代で6割と全体より多く，16 ～ 19
歳ではもっとも多い理由だった。

LINE以外でもっとも利用しているSNS別に
みると，Twitterメインでは「個人的に知りた
い情報が得られるから」が7割弱，「家族や友
人，知人の近況を知りたいから」が4割弱で，
家族や友人・知人のことより，自分の関心のあ
る情報を知ることがSNSを利用する主な理由と
なっている。一方，Facebookメインでは「個
人的に知りたい情報が得られるから」が3割
台，「家族や友人，知人の近況を知りたいから」
が6割で，家族や友人・知人のことを知ること
が主な利用理由である。Instagramメインで
は，どちらも6割弱で同程度であった。

Facebookは実名登録を基本とし，相互リ
ンクにお互いの承認が必要な，知り合い同
士のネットワークに重きを置いたサービスで，
Twitterはユーザー間のリンクに双方向の承認
を必要とせず，140文字以下のつぶやきを公
開するサービスである7）。こうしたSNSごとの
機能や特徴を反映し，Facebookをメインに使
う人は，家族や友人・知人の状況を知るため
にSNSを使うが，情報収集に使う人は少なく，
Twitterをメインに使う人は，検索や個人的な
情報収集を目的に利用している人が多いことが
確認できた。前節でみたように，Twitterは20
代以下の若年層の利用が多く，若年層はSNS，
特にTwitterをコミュニケーションのためより，
情報収集のツールとして使っているといえる。

（2）SNSとテレビの位置づけ
若年層にとってSNSは，
テレビと同程度に大きな存在

続いて，SNSとテレビが若年層にとってどの
ような位置を占めるのか，利用頻度やメディア
の評価について，他のメディアと比較しながら
確認する。

表 6　SNS を利用する理由（複数回答，年層別，LINE 以外でもっとも利用している SNS 別）（分母＝ 3大SNS 利用者 891人）

（%）
3大SNS
利用者 16〜19歳 20代 30代 40代 50代 Twitter

メイン
Instagram

メイン
Facebook

メイン
個人的に知りたい情報が得られるから 54 74 63 56 46 45 68 58 36 
家族や友人，知人の近況を知りたいから 50 42 50 57 50 48 38 59 61 
暇つぶしになるから 47 63 64 56 35 27 50 55 41 
世の中の動きがわかるから 27 28 35 29 21 25 31 28 22 
利用しているだけで楽しいから 22 46 34 20 12 12 28 26 13 
周りが使っているから 19 36 25 17 15 12 16 25 18 
お得な情報が手に入るから 18 17 25 19 17 14 21 17 16 
記録に残したいから 15 7 19 19 15 12 9 21 15 
自分のことや意見を知ってもらえるから 8 6 12 8 8 3 8 6 9 
新たな出会いがあるから 5 9 6 6 3 5 7 5 4 
本音を言えるから 3 8 7 2 1 0 7 2 0 
その他 4 2 3 3 7 4 3 4 4 
特に理由はない 3 0 1 2 5 2 2 2 4 
無回答 4 1 3 4 3 9 3 3 5 
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〈利用頻度〉

表7に示したメディアについて，どのくらい
利用しているか，「毎日のように」「週に3 ～ 4日
くらい」「週に1 ～ 2日くらい」「月に1 ～ 2日くら
い」「ほとんど・まったく見聞きしない・読まな
い」の中から選んでもらった。表7には，その
うち「毎日のように」利用している人の割合を示
した。

まずSNSについてみると，20 代以下では
LINEは8割，Twitterも5割を超える人が毎
日のように利用している。30 代以上になるとそ
の割合は大きく減り，30 代ではLINEは7割を
下回り，Twitterは16％となる。

一方，テレビについてみると，「放送時間にリ
アルタイムで見るテレビ番組」「録画したテレビ
番組」「インターネットを通じて見るテレビ番組」
のすべてをまとめても（テレビまとめ），20代以
下ではテレビに毎日接する人が4割と半数を下回
り，LINEやTwitterに毎日接する人より少ない。

他のメディアについては，「動画共有・配信
サービス」と「新聞」も，20 代以下と30 代以上
の差が大きい。「動画共有・配信サービス」は，
20 代以下ではおよそ半数近くが毎日のように

利用しているが，30
代以上では3割に満
たない。逆に「新聞」
は，30 代以上では毎
日のように利用する
人が2割以上いるが，
20 代以下では1割未
満である。

20 代以下の若年層
では，SNSや動画共
有・配信サービスと
いった，個人の関心

に沿ったコンテンツに接しやすいメディアをよく
利用し，テレビや新聞といったいわゆるマスメ
ディアに日常的に接する人が少ない。

〈メディア評価〉

次に，メディアの評価についてみていく。
ニュースや情報を知る場合に，表8に挙げた9
つの項目について，「テレビ（録画再生・ネッ
ト動画サービスでの視聴含む）」「ラジオ（イン
ターネットラジオ含む）」「新聞（電子版を含む）」

「本・雑誌（電子版を含む）」「LINE（ライン）」
「Twitter（ツイッター）」「（LINE・Twitter以外
の）SNS」「動画共有・配信サービス（YouTube，
huluなど）」「（SNS・動画以外の）インターネッ
ト」「この中にはない」の中から，もっともあて
はまるメディアを1つ選んでもらった。表8に
は，それぞれの項目でもっとも多かったメディ
アを掲載している。

全体では，「伝わるのが早い」「人との共通の
話題が得られる」「暇つぶしになる」「手間がか
からない」「ふだん関心のないことでも，こんな
こともあるのかと気づく」「理解しやすい」「詳し
く知ることができる」「信用できる」のいずれの

表 7　メディアの利用頻度（「毎日のように」）（年層別）

※「放送時間にリアルタイムで見るテレビ番組」「録画したテレビ番組」「インターネットを通じて見る
　  テレビ番組」のいずれかに接触した人の合計

（%） 全体 16～
19歳 20代 30代 40代 50代 60代

放送時間にリアルタイムで見るテレビ番組 53 33 29 44 52 61 69 
録画したテレビ番組 17 14 15 16 17 19 16 
インターネットを通じて見るテレビ番組 2 4 4 2 2 1 1 
テレビまとめ※ 60 41 40 51 60 67 73 
ラジオ（インターネットラジオを含む） 11 3 4 6 11 13 19 
新聞（電子版を含む） 40 3 9 20 37 51 65 
本・雑誌（電子版を含む） 11 13 8 10 12 11 12 
LINE 54 81 80 69 64 46 24 
Twitter 15 56 51 16 10 7 2 
LINE，Twitter以外のSNS 19 45 44 29 17 12 5 
動画共有・配信サービス 20 59 46 28 17 13 6 

（SNS・動画以外の）インターネット 35 41 52 46 41 31 19 
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項目も，テレビを選んだ人がもっとも多かった。
「自分の都合に合わせて利用できる」のみ，イ
ンターネットが多かった。

しかし年層別にみると，30 代以上では多く
の項目でテレビがもっとも評価されているのに
対し，20 代以下では「伝わるのが早い」「人と
の共通の話題が得られる」「暇つぶしになる」と
いった項目でSNSの評価がもっとも高かった。
また，「ふだん関心のないことでも，こんなこ
ともあるのかと気づく」はSNSとテレビが同程
度だった。20 代以下でテレビを選んだ人が多
かったのは，「理解しやすい」「信用できる」と
いった項目で，特に16 ～ 19歳では6割もの人
がテレビを「理解しやすい」と評価していた。

さらに別の質問で，SNSとテレビを対比させ
ることを意図して，それぞれについてどのように
感じているかを尋ねた（図5）。

「SNSをチェックしないと何となく不安だ」「テ
レビがついていないと何となく不安だ」では，
30代以下でSNSをチェックしないと不安な人

（「あてはまる」「まああてはまる」合計）がテレビ
のそれを上回り，20代以下では半数を超える。
若年層ではテレビよりSNSへの依存が強いとい
える。

話題に関する質問では，30 代以上は「テレ
ビで見たことや番組を話題にすることが多い」

「話題になっている番組は見たいと思う」が，
それぞれ「SNSで見たことや内容を話題にする
ことが多い」「SNSで話題になっていることは
知っておきたい」より多いが，20 代以下では，

「話題にすることが多い」はSNSがテレビを上
回り，「話題になっていることは知っておきたい」
はSNSとテレビが同程度であった。

多様な意見を知ることについても，30 代以

表 8　メディア評価（もっとも）（年層別）

（%） 全体 16〜19歳 20代 30代 40代 50代 60代

伝わるのが早い テレビ 46 SNS※1 52 SNS 47 テレビ 35 テレビ 43 テレビ 51 テレビ 64 
SNS 29 

人との共通の話題が得られる テレビ 53 SNS 52 SNS 43 テレビ 45 テレビ 55 テレビ 62 テレビ 65 

暇つぶしになる
テレビ 29 SNS 52 SNS 39 インターネット 24 インターネット 26 テレビ 35 テレビ 47 

SNS 22 テレビ 25 
テレビ 20 

自分の都合に合わせて利用できる インターネット 30 SNS 52 SNS 37 インターネット 39 インターネット 39 インターネット 30 テレビ 31 
インターネット 35 

手間がかからない テレビ 45 SNS 48 SNS 33 テレビ 36 テレビ 41 テレビ 52 テレビ 61 
テレビ 24 

ふだん関心のないことでも，こん
なこともあるのかと気づく

テレビ 33 SNS 35 SNS 29 テレビ 25 テレビ 30 テレビ 35 テレビ 40 
テレビ 34 テレビ 26 インターネット 21 

理解しやすい テレビ 54 テレビ 62 テレビ 42 テレビ 53 テレビ 56 テレビ 54 テレビ 55 

詳しく知ることができる テレビ 33 テレビ 27 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 テレビ 31 テレビ 31 テレビ 35 テレビ 39 
インターネット 27 テレビ 22 インターネット 29 インターネット 25 

信用できる テレビ 31 テレビ 37 テレビ 28 非該当 33 新聞 28 テレビ 33 テレビ 37 
非該当※2 32 非該当 25 テレビ 27 新聞 28 

ニュースや情報を知る場合について，「テレビ（録画再生・ネット動画サービスでの視聴含む）」「ラジオ（インターネットラジオ含む）」「新聞（電子版を
含む）」「本・雑誌（電子版を含む）」「LINE（ライン）」「Twitter（ツイッター）」「（LINE・Twitter以外の）SNS」「動画共有・配信サービス（YouTube，
huluなど）」「（SNS・動画以外の）インターネット」「この中にはない」の中から，もっともあてはまるメディアを1つだけ選択

※1　「Twitter（ツイッター）」「LINE（ライン）」「（LINE・Twitter以外の）SNS」の合計
※2　前問でいずれかのメディアを選択した人に，その中からもっともあてはまるメディアを1つだけ選択してもらった。非該当は前問で「この中には 

ない」「無回答」と答えた人の合計
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上では「テレビからさまざまな意見や考え方を
知ることができる」が「SNSからさまざまな意
見や考え方を知ることができる」より多いが，
20 代以下ではSNSとテレビが同程度である。

以上より，若年層では日常的な利用の面でも
メディア評価の面でも，SNSとテレビが同程度，
あるいはSNSのほうがより大きな位置を占めて
いるといえる。ここで，若年層のメディア評価
において，話題の提供や，関心を広げたり多
様な意見を知ったりする点で，SNSがテレビと
同程度かテレビ以上に評価されていたことに注
目したい。

図6は，2012年に行った「デジタル時代の新
しいテレビ視聴（テレビ60年）調査」8）から「人
との共通の話題が得られる」と「関心のない分
野のことでも知識が得られる」について，SNS
とテレビを選んだ人の割合を抜粋したものであ
る。参考として，今回の調査の結果（一部は表
8の再掲）も並べた。

SNSとテレビの関係をみると，2012年でも
「人との共通の話題が得られる」では，若年層
ほどテレビが低くSNSが高めという傾向がみら
れた。しかしこの時点では，どの年層でもテレ
ビがSNSを上回っていた。また「関心のない分
野のことでも知識が得られる」については，年
層によらずテレビのほうがSNSより圧倒的に多
かった。

2012年調査では，それぞれの項目について
「いちばん役に立っていると思うもの」を選び，
今回の調査では，「ニュースや情報を知る場合
について」「もっともあてはまるメディア」を選ぶ
というように，2つの調査では質問のしかたが
異なる。また，選択肢に挙げたメディアの数と
内容 9）も異なるため，数値自体の比較はできな
い。しかし，SNSとテレビの相対的な位置関
係としてみると，2012年から2018年という10
年に満たない期間で，若年層においてSNSの
評価が大きく高まり，テレビを凌駕するほどに
なったことがわかる。

図 5　SNS とテレビへの意識
（「あてはまる」「まああてはまる」の合計）（年層別）
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これまでの結果をまとめると，以下のように
なる。
・若年層ほどSNSの利用が多く，特にTwitter

の利用が多い。
・若年層は主にTwitterを情報収集のツールと

して使っている。
・Twitterを主に利用する人は，個人的な趣味

に関心が向き，人との交流や社会的なことが
らへの意識が薄い傾向がある。

・若年層は，SNSや動画共有・配信サービスと
いった個人の関心に沿うコンテンツに接しや
すいメディアをよく利用し，テレビや新聞など
のマスメディアに日常的に接する人が少ない。

・若年層では利用状況と評価の両方で，SNS

がテレビと同程度かそれ以上の存在感を持
つ。
次節では，このようなSNS 利用やSNSとテ

レビの位置づけが，ニュース接触とどう関係し
ているのかをみていく。

3．SNS利用とニュース接触

（1）ニュースの入手先
若年層ではSNSからもニュースを入手

政治・経済・社会の動きを伝えるニュースに
ついて，何で見たり聞いたりするか，表9に挙
げたメディアの中からあてはまるものをすべて
選んでもらい，さらにもっとも利用することが

図 6　メディア評価（もっとも）（年層別）

2012年11月「デジタル時代の新しいテレビ視聴（テレビ60 年）調査」
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のSNS」の中からいちばん役に立っていると思うものを１つ選択

2018年6月「情報とメディア利用に関する調査」
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多いものを選んでもらった。図7には複数回答
の結果から，今回の問題意識に即して，テレ
ビとSNS（「LINE NEWS」「SNSで流れてくる
記事」）を選んだ人の割合と，比較対象として

Yahoo!ニュースを選ん
だ人の割合を示した。

まず 図7をみると，
政治・経済・社会の動
きを伝えるニュースを
見たり聞いたりすると
きに利用するメディア
として，全体ではテレ
ビが88％ともっとも多 
く，Yahoo!ニュースが 
55％，LINE NEWSが 
30％，SNSで流れてく
る記事が16％だった。
層別にみてもテレビが

もっとも多く，20代を除くいずれの層も8割以
上がテレビでニュースを見聞きしている。LINE 
NEWSでニュースを見聞きする人は，年層別に
は16 ～ 19歳，利用SNS別にはInstagramメ

※1  スマートニュース，グノシーなど　※2  NHKオンデマンド，日テレNEWS 24など　※3  らじる★らじる，radiko.jpなど　
※4  YouTube，ニコニコ動画など　※5  「LINE NEWS」「SNSで流れてくる記事」の合計

図 7　政治・経済・社会の動きを伝えるニュースの入手先
（複数回答〈抜粋〉，年層別，LINE 以外でもっとも利用している SNS 別）
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（％）

50代 60代40代30代20代16～
19歳

Twitter
メイン

Instagram
メイン

Facebook
メイン

LINE
のみ

SNS
利用なし

（%） 全体 16〜
19歳 20代 30代 40代 50代 60代 3大SNS

利用者
Twitter
メイン

Instagram
メイン

Facebook
メイン

LINE
のみ

SNS 利用
なし

テレビ（録画再生を含む） 50 45 32 37 43 56 68 38 36 39 38 54 63
ラジオ（録音再生を含む） 2 1 0 1 2 2 3 1 1 1 1 2 3 
新聞 7 1 1 2 7 11 13 4 2 2 8 7 12 
雑誌 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
新聞の電子版 1 0 2 1 1 2 1 1 1 1 1 2 1 
雑誌の電子版 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
Yahoo!ニュース 20 9 22 33 29 18 7 27 23 27 30 20 11 
ニュースサイト・ポータルサイト，アプリ※1 3 6 5 5 4 3 1 6 4 5 7 3 1 
新聞社や放送局の公式ニュースサイト・アプリ 1 0 0 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 
放送局の公式動画配信サービス※2 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 
インターネットラジオ※3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
LINE NEWS 7 20 18 11 7 4 1 11 11 17 8 9 0 
SNSで流れてくる記事 3 13 8 2 1 1 1 6 12 4 2 0 0 
　SNSまとめ※5 10 33 26 13 8 5 1 17 22 20 11 9 1 
動画投稿・共有サービス※4 1 2 2 1 1 0 1 1 3 0 1 1 1 
その他インターネットのサイト・アプリ 1 1 3 2 1 0 0 2 3 1 1 1 1 
その他 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 
特にない 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
無回答 1 1 1 1 0 1 2 0 0 1 0 1 2 
非該当 2 2 5 2 1 1 2 2 2 2 1 1 3 

表 9　政治・経済・社会の動きを伝えるニュースの入手先（もっとも）
（年層別，LINE 以外でもっとも利用している SNS 別）
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インで半数を超え，SNSで流れてくる記事は，
20代以下とTwitterメインで4割を超えていた。

政治・経済・社会の動きを伝えるニュースの
入手先としては，年齢を問わずテレビがよく利
用されているが，若年層ではSNSも利用され
ていることがわかる。

さらに表9で，政治・経済・社会の動きを
伝えるニュースを見聞きするときにもっとも利用
することが多いものをみると，全体ではテレビ
が5割，Yahoo!ニュースが2割，SNS（「LINE 
NEWS」と「SNSで流れてくる記事」の合計）が
1割だった。

年層別には，50代以上でテレビが過半数
を占める一方，30・40代はテレビが4割程度, 
Yahoo!ニュースが3割程度といったように，40
代以下ではもっとも利用するニュースの入手先
が分散している。また，20代以下では，ニュー
スを見聞きするのにSNSをもっとも利用する人
も2 ～ 3割存在する。

利用SNS別には，3大SNS利用者でもテレ
ビをもっとも利用する人が4割弱を占め，LINE 
NEWSは1割，SNSで流れてくる記事は1割に
満たず，ニュースの入手先がSNSにかたよって
いるわけではなかった。また，LINEのみ利用
者も，テレビは5割を占
めるがLINE NEWSは
1割で，LINE NEWSば
かりを利用しているとい
うこともなかった。ただ
し，Twitterメインでは，
LINE NEWSとSNSで
流れてくる記事が1割を
超え，Instagramメイン
ではLINE NEWSが2割
弱と，SNSからもっとも

ニュースを入手する人が全体に比べて多い。

（2）ニュースに対する意識
20代以下とLINE NEWSメイン利用者は
社会的ニュースへの関心が低い

続いて，SNS利用とニュースに対する意識の
関係について，もっとも利用するニュースメディ
ア別にみていきたい。もっとも利用するニュース
メディアについては，「SNSから流れてくる記事」
という人が64人と少ないため，もっともLINE 
NEWSを利用する人（以下，LINE NEWSメイ
ンと表記。他のメディアについても同様）をテレ
ビメインやYahoo!ニュースメインと比較しなが
らみていく。

まず，もっとも利用するニュースメディアの構
成比（図8）を確認すると，LINE NEWSメイ
ンは女性が6割を占め，年齢構成としては30
代以下の割合が全体より多いが，20 ～ 40 代
もそれぞれ2割台，16 ～ 19歳と50 代も1割台
を占め，幅広い年層が利用している。Yahoo!
ニュースメインは30・40 代で6割程度を占め，
中年層が利用の中心である。テレビメインは
女性が57％と全体より多く，50・60 代の高年
層が6割弱を占める。

図 8　もっとも利用するニュースメディア別　年層構成比
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〈ニュース意識〉

政治・経済・社会の動きを伝えるニュースに
ついてどのように感じているか，表10の項目に
ついてあてはまるものを複数回答で尋ねた。「知
ること自体に興味がある」「物事の価値を判断
する材料になる」といったニュースに対して積
極的な意識を持つ人は全体では半数弱で, 層
別には50代以上とFacebookメインでともに半
数を超えていた。一方，「自分に関係がない」
というニュースに対して消極的な意識を持つ人
は，全体では5％のみだったが，20代，LINE 
NEWSメイン，Twitterメインで全体より多く，

特に20代とLINE NEWSメインでは1割を超
えていた。

さらにニュースに接する態度として，「甲：（政
治・経済・社会の動きを伝える）ニュースには
意識して自分から接している」「乙：（政治・経
済・社会の動きを伝える）ニュースはたまたま
気づいたものだけで十分だ」のどちらに近いか
を尋ねたところ（図9），「ニュースには意識し
て自分から接している」（「甲に近い」「どちらか
といえば，甲に近い」計）という能動的な態度
の人は全体では65％，層別には50代以上と
Facebookメインで全体より多く，7割を超えた。

「政治・経済・社会の動きを伝える
ニュースについて」

全体

年層 もっとも利用する
ニュースメディア

LINE以外でもっとも
利用しているSNS

（%）
16〜
19歳 20代 30代 40代 50代 60代

LINE 
NEWS
メイン

Yahoo!
ニュース
メイン

テレビ
メイン

Twitter
メイン

Instagram
メイン

Facebook
メイン

LINE
のみ

SNS 利用
なし

自分に関係がある 35 23 30 33 36 36 39 24 34 35 33 34 35 37 34 
知ること自体に興味がある 49 29 35 43 46 51 64 36 49 52 41 42 53 49 53 
物事の価値を判断する材料になる 45 27 30 41 43 50 57 24 46 47 41 34 52 45 49 
他の人との会話の材料になる 39 18 29 36 37 41 48 31 36 42 32 37 43 38 41 
仕事の上で必要である 19 5 16 24 20 21 15 12 21 16 15 19 30 18 16 
知らないと恥ずかしい 32 29 34 38 31 32 29 31 33 34 33 39 34 33 27 
難しい 20 41 30 25 18 16 11 31 18 20 25 30 18 18 15 
自分に関係がない 5 5 11 6 4 5 2 11 3 4 7 5 5 3 5 
その他 2 2 4 2 1 2 1 1 2 1 2 1 1 2 2 
無回答 1 0 1 1 1 1 0 1 1 0 1 0 1 1 1 

表 10　ニュースに対する意識（複数回答）
（年層別，もっとも利用するニュースメディア別，LINE 以外でもっとも利用している SNS 別）

図 9　ニュースに対する態度
（年層別，もっとも利用するニュースメディア別，LINE 以外でもっとも利用している SNS 別）
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逆に「ニュースはたまたま気づいたものだけ
で十分だ」という受動的な態度の人は全体では
34％と少数派だが，20代以下とLINE NEWS
メイン，Twitterメインで全体より多く，5割前
後だった。

50代以上とFacebookメインでは，政治・経
済・社会の動きを伝えるニュースに対して積極的
な意識を持ち，能動的に接する人が多く，20代，
LINE NEWSメインは，ニュースに対して消極
的な意識を持ち，受動的な態度であるといえる。

（3）インターネットニュースに対する態度
LINE NEWSメイン利用者はネットニュースの
配信元やフェイクニュースへの関心が低い

ここからは，特にネットニュースやフェイク
ニュースへの接し方や意識をみていく。

〈ネットニュースの配信元〉

インターネット上のニュースサイトなどで
ニュースに接したとき，その中に新聞社やテレ

ビ局などが配信した記事があったか，複数回
答で尋ねた。回答の中から新聞社や放送局，
通信社のいずれかを選択した「配信元を認識し
ている」，ネットニュースの「配信元は意識しな
い・わからない」，「新聞社やテレビ局などの記
事を見ない」人と「インターネットでニュースを見
ない」人を合わせた「記事やネットニュースを見
ない」の割合を図10に示した。

全体では「配信元は意識しない・わからな
い」は42％，「配信元を認識している」は41％，

「見ない」は19％で，インターネットのニュース
の配信元について，認識している人としていな
い人がほぼ同じ割合であった。

配信元を認識している人は，年層別には50
代，もっとも利用するニュースメディア別には
Yahoo!ニュースメイン，LINE以外でもっとも利
用しているSNS別にはFacebookメインで全体
より多く，5割前後だった。

一方40代以下では，配信元を意識しない
人が半数程度存在する。また，16 ～ 19歳と

図 10　インターネットニュースの配信元（複数回答）
（年層別，もっとも利用するニュースメディア別，LINE 以外でもっとも利用している SNS 別）
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LINE NEWSメインでは，配信元を認識してい
る人より，配信元を意識しない・わからない人
のほうが多かった。

〈フェイクニュース〉

次に，フェイクニュースについての知識や意
識についてみていく。まず，「フェイクニュース」
という言葉を知っているかについて尋ねたとこ
ろ，「意味を知っている」は全体で48％だった

（図11）。層別には40・50代，Yahoo!ニュー
スメイン，TwitterメインとFacebookメインで
半数を超えている。逆に「聞いたことがない・
知らない」は全体では27％で，層別にはLINE 
NEWSメインで35％と全体より多かった。

さらに，フェイクニュースについてどのよう
に考えるかを複数回答で尋ねた 10）ところ（図

12），全体では「フェイクニュースがあっても，
自分で見分けられる」が5％にとどまり，多くの
人がフェイクニュースを見分けられる自信がな
いという結果だった。「フェイクニュースを信じ
る人がいるのは不安だ」「知らないうちにフェイ
クニュースに接している気がする」はともに43％
で，4割程度の人がフェイクニュースを不安に思

うとともに，知らずに接している可能性も感じて
いる。また「フェイクニュースで世論が操作され
ている」は33％，「フェイクニュースは人々の対
立をあおっている」は21％だった。

層別には，「フェイクニュースで世論が操作さ
れている」はYahoo!ニュースメイン，Twitter
メイン，Facebookメインで全体より多かった。

「知らないうちにフェイクニュースに接している
気がする」はTwitterメインとInstagramメイン
で全体より多く，5割を超えた。また「自分に
は関係ない」はLINE NEWSメインで全体より
多く，1割を超えていた。

Yahoo ! ニュースメインやTwitterメイン，
Facebookメインでは，フェイクニュースの認知
が高く，世論操作への懸念を持っている人が
多いといえる。Instagramメインでは，認知は
全体と同程度で，知らないうちに接しているか
もしれないと思っている人は多いが，世論操作
や対立をあおるなどの具体的な不安を持つ人は
少ない。LINE NEWSメインは，フェイクニュー
スの認知が低く，自分には関係ないと感じてい
る人が一定数存在する。

以下に，SNS利用とニュースとの関係をまと

図 11　フェイクニュースの認知
（年層別，もっとも利用するニュースメディア別，LINE 以外でもっとも利用している SNS 別）
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める。
・ニュースを見聞きするメディアとして，年齢を

問わずテレビがよく利用されているが，若年
層ではLINE NEWSやSNSから流れてくる
記事からニュースを入手する人も多い。

・20代以下，LINE NEWSメイン利用者は，
ニュースは自分に関係ないとニュースに消極
的な意識を持つ人が多く，ニュースはたまた
ま気づいたもので十分だという，ニュース接
触に受動的な人が多い。

・16 ～19歳，LINE NEWSメイン利用者では，
ネットニュースの配信元を意識しない・わから
ない人のほうが，配信元を認識している人よ
り多い。

・LINE NEWSメイン利用者はフェイクニュー
スの認知が低く，フェイクニュースは自分には
関係ないと感じる人が一定数存在する。

・Facebookメイン利用者は，ニュースに積極
的な意識を持ち，能動的に接する人が多い。
また，ネットニュースの配信元を認識している
人が多く，フェイクニュースの認知も高い。

Ⅲ　考察

大向（2006）11）は，2006年時点ですでに，
「SNSは個人的なコミュニケーションのツールと
してだけではなく，幅広い利用が可能である。
用途によっては知人関係を公開することは問題

図 12　フェイクニュースに対する意識
（複数回答〈抜粋〉，年層別，もっとも利用するニュースメディア別，LINE 以外でもっとも利用している SNS 別）
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ではない場合もあり，そのような用途に対して
オープンなSNSを構築するための基盤が構築
されつつある」と，SNSがコミュニケーション
ツールから情報流通の基盤となることを予想し
ている。

今回の調査から，20代以下の若年層では，
SNSが個人的な関心領域だけでなく，ニュース
も含めた情報入手のツールとして使われている
ことが明らかになった。また，若年層ではSNS
についてテレビと同様に幅広い情報を得られる
メディアだという認識があることもわかった。

テレビには，放送法によって娯楽から報道
までさまざまなジャンルの番組をバランスよく放
送することを求める番組調和原則や，番組内
容に論点の多角的解明や政治的公平，報道の
真実性などを担保するための番組準則が設け
られており12），利用者に多様な情報に接する機
会や事実に基づいた報道を提供する仕組みが
制度として存在する。また，同じ内容を一斉に
広く放送するという伝送の特性から，視聴者
が接する情報は個人に特定されたものにはなら
ない。

SNSは，それぞれのサービスごとに採用し
ているアルゴリズムは異なるものの，基本的に
は利用者の関与が高まるような方向で情報が
表示される。そのため，同じサービスを利用し
ていても接する情報は個々の利用者で異なる。
また，そうした情報の内容は，それぞれの利
用者の関心に沿ったものになりやすい。

今回の調査で，SNSを多く利用する若年層
では，情報接触が個人の関心に傾きがちだっ
たり，ニュースをLINE NEWSから主に得る人
では，ニュースに自ら接することが少なかった
りと，政治や経済・社会の動きに触れる機会
が少ない傾向がみられた。前回の報告 13）でも

述べたように，若年層の関心にこのような傾向
がみられるのは，以前から指摘されてきた 14）こ
とではある。しかし現在の若年層は，今回の
調査でも確認したように，SNSや動画共有・配
信サービスなど個人の関心に沿ったコンテンツ
に触れやすいメディアに日常的に接している。
そのため，それらが今ほど普及しておらず，大
多数がマスメディアに接していた時代より，関
心外の情報に触れる機会が少なくなっている
可能性が高い。今は関心がなくとも，知ってお
いたほうがよいという情報も存在する。自分が
接するメディアの特性について自覚的であるこ
とが求められるだろう。

また，情報の真偽という観点では，調査結
果から，若年層やニュースをLINE NEWSか
ら得る人では，ネットニュースの配信元を意識
せず，さらにLINE NEWSをメインに利用する
人は，フェイクニュースへの関心も低いというこ
とがわかった。現在のところ，LINE NEWS
が掲載するニュースの多くは既存メディアが配
信するニュース15）であり，LINE NEWS 利用
者が，特に信ぴょう性が疑わしいニュースに多
く接しているわけではない。しかし，若年層で
接する人が多い「SNSで流れてくる記事」につ
いては，すべての記事が何らかのファクトチェッ
クの仕組みを持つとは限らず，事実と異なる内
容が含まれる可能性もある。

意識せずとも，必要な情報が必要な人へと
行き渡るような仕組みがあり，インターネットで
流通する情報がすべて信用できるものであるな
ら，メディアリテラシーの重要性やネットニュー
スの信ぴょう性について，とりたてて言う必要
はないだろう。前回の報告 16）からも，若年層
がインターネットやSNSの情報をそのまま信じ
ているわけではなく，目的に応じて複数のメ
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ディアを利用している様子がみられた。しか
し，SNSは登場してからまだ20年にも満たな
い17）新しい技術であり，メディアである。社会
全体としては，まだ成熟した使い方ができるよ
うになったとはいえない。それにもかかわらず，
SNSの普及は急速に進み，いまやインターネッ
ト上の情報接触のプラットフォームにまでなりつ
つある。このような状況で，より有効にSNSを
使いこなすために，個人のリテラシーを高める
ことが重要なことはいうまでもないが，それだ
けでなく，安心して多くの人が使える仕組みが
構築されれば，私たちの情報環境はより豊かな
ものになるだろう。その仕組みとは，技術の発
明なのか，国家による規制，あるいはサービス
提供者による自主的な取り組みなのか，第三者
機関によるもの，あるいは利用者たちが自ら作
る何らかのシステムなのか，まだわからない。

20世紀の終わりにインターネットが登場し，
現在は情報の世界だけでなく，世の中の構
造も大きく変わりつつある。そうした中では，
SNSによる情報流通のありようも，これまでと
は異なる新たな方法論が求められるだろう。

（わたなべ ようこ）
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